
平成 22 年度 

淀川河川公園 大山崎地区 地区会議 会議録 
 

 

■地区会議とは 

  1.目 的 

淀川河川公園の地区毎に、各公園地区の利用団体、地域住民、まちづくり団体など、様々な関係者の

方々よりご意見を伺い、今後の公園の整備・維持管理に反映するため、淀川河川公園地区会議を開催し

ました。 

  ２．経 緯 

淀川河川公園では、淀川における自然環境や人との関わりを次世代に引き継ぐための公園づくりを目

指し、「淀川河川公園基本計画」を平成 20 年に改定しました。 

今後の公園づくりでは、地域に親しまれ、淀川と人とのつながりをより深めるため、地域住民、利用

者、学識経験者、沿川自治体など様々な関係者が参加する「淀川河川公園地域協議会」を平成 22 年３月

よりブロック毎に設置し、公園計画、整備及び管理の検討を進めています。 

このたび、八幡市、大山崎町、島本町の公園地区を対象とした淀川河川公園上流域地域協議会におい

て、各公園地区に関する、より地域に密着したご意見を伺うため、「淀川河川公園地区会議」の開催を決

定し、多様な主体に参加していただくためのメンバー候補を選定しました。 

 

■大山崎地区地区会議の開催概要 

 淀川河川公園大山崎地区において平成 23 年 2月 9日に地区会議を開催しました。 

 当日は 12 名の利用団体、地域住民等の方々にご参加いただきました。 

 

 開催日時：平成 23 年 2 月 9 日(水) 13：30～16：30  場 所：大山崎町立中央公民館別館 3 階 大研修室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 23 年 2 月 9 日開催分 

プログラム 

1. 開会 

・地区会議の目的と進め方 

・淀川河川公園基本計画の概要 

2. 公園歩き 

3. 意見交換 

・グループ別意見交換 

・各グループからの発表 

4. 今後の予定等 

5. 閉会 

 ◆開設年度 昭和 61 年度 

◆供用面積 8.2ha 

◆主な公園施設 

 野球場２面 

 フットサルコート１面 

 ストリートバスケット２面 

 ピクニック広場 

◆年間利用者数 

 平成 21 年度年間利用者数 151,012 人 

 野球場 17,537 人 

 フットサル場 1,217 人 

 （※運動施設は内数） 

大山崎地区

残念石 

閘門の下流側には、「残念石」と言うも

のがあります。これは１６２０年以降、大

阪城再建のため、廃城になった伏見城の城

石を運んだもので、途中船から川に転落、

目的を果たせなくて残念だ、ということか

らこう呼ばれています。淀川改修のさい、

引き上げられてこの地に置かれているら

しい。石には江戸時代の刻印があります。
（出典：淀川大堰【http://hashimoru.sakura.ne.jp/keihankan/yodogawa-ozeki.htm】） 



■地区会議の参加団体 
団体名 

利用団体等 地域住民 自治体 

・大山崎町スポーツ少年団  ・大山崎町大山崎区 ・大山崎町環境事業部 

・乙訓少年野球連盟 ・大山崎町下植野区  

・大山崎少年サッカークラブ   

・乙訓青年会議所   

・乙訓桂川愛護会   

・大山崎町商工会   

・大山崎ＰＴＡ連絡協議会   

・淀川河川レンジャー   
 

■地区会議の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 地区会議で出された意見について 

大山崎地区 地区会議では参加者の皆様から多くのご意見をいただきました。 

すべてのご意見について事務局で対応を検討し、次回の上流域地域協議会に報告します。 

１ 

基本的情報 

の説明 

２ 

公園歩き 

４ 
各グループ 

からの 
意見発表 

３ 
グループ別 
意見交換 

(ワークショップ形式) 

 

平成22年度 

大山崎地区 地区会議 平成 23 年 2 月 9 日開催分 

【お問い合わせ先】 
近畿地方整備局 淀川河川事務所 河川公園課 
〒573-1191 大阪府枚方市新町 2 丁目 2 番 10 号 
TEL：072-843-2861(代)  FAX：072-843-0910 E-mail: yodogawa-kouen@kkr.mlit.go.jp 

淀川河川公園 上流域地域協議会 

Ａグループの意見交換の結果 Ｂグループの意見交換の結果 


